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１.共同ハウジング株式会社 

環境経営方針 

 

 

<理念> 

当社は 、神奈川県を中心として公共工事、医療機関施設、一般住宅等の建設工事に従

事しています。当社が事業活動を行うことで環境に様々な負荷をかけていること を

自覚し、全社員で環境問題についての理解を深めていきます。 

また当社が業務を通じて、環境負荷を軽減できるようなエコアクション２１環境シ 

ステムを構築・運用します。 

 

<方針> 

環境への取組を進めるため、以下の事項について取り組みます。 

 

 

① 当社が遵守すべき環境関連法規や条例等を明らかにし、これを遵守します。 

② 環境負荷の削減のため、環境目標を定め、定期的に見直します。 

③ 事業活動に伴う環境負荷の削減のため、以下の活動を実施します。 

１）全事業における環境負荷の削減 

節水・節電・廃棄物の削減に努めます。 

２）工事車輌を含む全車輌での燃料の使用量の削減を実施します。 

３）建設現場での廃棄物のリサイクル化を徹底します。 

４）建材の全面的４スター化による環境配慮に努めると共に、

グリーン購入に努めます。 

④ 全従業員に環境経営方針を周知徹底します。 

⑤ 環境経営の継続的改善を誓約する。 

 

制定日２０１２年１０月２５日

改定日２０２１年 ９月１６日 

共同ハウジング株式会社

代表取締役 中原貴志 
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２．組織の概要 

【事業所名】 共同ハウジング株式会社 

【代表者氏名】 代表取締役 中原 貴志 

【設立年月日】 昭和５０年１０月３日 

【 所 在 地 】 

本 社 〒２５２－０３０３ 

神奈川県相模原市南区相模大野６－１０－７ 

 

 

【環境管理責任者・担当者及び連絡先】 

環境管理責任者 取締役 八代 環 

連絡先 〒２５２－０３０３ 

神奈川県相模原市南区相模大野６－１０－７ 

ＴＥＬ ０４２－７４４－０５０１ 

ＦＡＸ ０４２－７４８－２４４１ 

Ｅ-mail  info@kyodo-h.co.jp 

【事業活動の概要】 総合建設業 

（個人住宅・施設、法人施設等の設計から施工、公共工事の施工、不動産業務） 

【エコアクション２１認証・登録の対象及び組織】

本社及び全工事 

【建設業許可番号】 神奈川県知事許可 第２１３８６号

令和２年８月２５日から令和７年８月２４日 
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３.【事業の規模】 

令和５年７月から令和６年６月 

売 上 高 ３４８百万円

工事件数  １２件 

従業員数 １０名 

事業所面積 ８０．７５㎡ 

 

 

 

 

 

 

４．対象範囲 

【対象範囲】 全組織（本社） 

全活動（建築工事業、土木工事業）

全従業員（１０名） 
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５．エコアクション２１環境管理体制図

環境管理体制組織図 

 

  
 

 

役 職 責任及び権限 

 

 

代表取締役 

１．環境管理責任者の任命 

２．環境経営方針の制定 

３．環境管理システムの実施及び管理に必要な資源の準備 

４．環境経営システムの定期的見直しの実施    

５．社内情報の外部公開可否決定 

６．経営における課題とチャンスの明確化 

 

 

 

環境管理責任者 

１．環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善 

２．社長への環境経営システムの実施状況報告    

３．それぞれの業務・役割に応じ、必要な教育訓練を適切に 

計画、実施                

４．環境関連法規の取りまとめ票の維持、管理、遵守徹底 

５．環境関連文書及び記録の作成、整理 

 

現場責任者 

１．建設現場での資源の分別化の管理   

２．関連企業への指導、教育、協力体制の構築 

３．現場での緊急時の対応 

従業員 
１．決められた環境活動を積極的に行動し実施する。 
２．環境経営方針の遵守 

従 業 員 従 業 員 

現場責任者 

環境管理責任者 

EA２１事務局 

取締役 八代 環 

従 業 員 

代表者 

 

代表取締役 中原 貴志 
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６．環境経営目標 ７.環境経営目標の実績 

 

○：達成 ×：未達成 
 

 

 

目 標 

 

基準年 

（２０１２年） 

目 標（１％削減） 

２０２３目 標 ２０２３実績 評価 中長期目標 

 

 

① ２０１２年度一年間 

 

２０２３年７月 

～  ２０２

４年６月 

 

２０２３年７月 

～  ２０２

４年６月 

  

 

２０２４年 

 

 

２０２５年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二

酸

化

炭

素

排

出

量 

 

 

全体の二酸化炭素排出量 

１４,０４３.９６（kg－Co２） 16,763※１ 10,489.57※１ 〇 

 

16,595※１ 16,430※１ 

      

 

 

電気使用量の削減 

８０６２（kwh） 2,979 3,210 × 2,949 2949 

３,１０３.８７（Kg-Co２） 1,437.696 1,466.97 

   

 

 

灯油使用量の削減 

１８０（ℓ） １４９ 252 × 149 149 

４４８.５４（Kg-Co２） 371.01 627.48 

 
  

  

 

 

ガソリン使用量の削減 

４５１８.９９（ℓ） 5,525 3,596.24 〇 5,525 5,460 

１０４９１.５５（Kg-Co２） 12818 8,343.28 

   

 

都市ガス使用量の削減 ＊① 

（㎥） 30 24 〇 30 30 

０（Kg-Co２） 
 

64.80 51.84 

   

 

事業系一般廃棄物の削減 
０.２２２３（t） 0.204 ０.243 × 0.204 0.204 

      

 

 

上水の使用量の削減（㎥） 

１００㎥ 85 68 ○ 85 85 

      

Ｇ購入品目 ３品目 ８品目 １１品目 ○ ８品目 ８品目 

４スター材使用率の向上 
  

１００％ 〇 １００％ １００％ 

建設リサイクル率の向上 ５０％ ６０％ 85％ ○ ６3％ ６3％ 

適正な施工計画（工事日数の短縮） 
 

９８% ９９% 〇 ９８% ９８% 

地域社会貢献等への参加 
 

３ 3 〇 ３ ３ 

 

※ 購入電力の排出係数は、東京電力0.457を使用した。 ＊①軽油使用料の削減項目を削除し都市ガス使用量の削減を今年度から追記 ２０

１８年度排出係数を使用 

※ 化学物質については購入時にSDS で管理します。 



 

８．環境経営計画 ９．環境経営計画取組結果とその評価 

環境経営目標 
目標値 

環境経営計画 
施策（取組項目） 

年間実績 
結果 

評価 
取組の問題点・原因 

是正処置（対策） 
次年度の取組 

電気使用量の削減 ・事務所内の不要照明消灯の徹底 

・PC 等の不使用時の電源OFF 
・エアコンの適正温度の徹底 

（夏期２８度、冬期２０度） 

 

× 

・電気使用量が昨年度より増加となった。 

・暑さのため、エアコン稼働時間も要因している。 

・作業時間にばらつきがあったため。照明の使用時間が長かっ

た。 

 

作業の効率化に取組み時間

の調整 

灯油使用量の削減 ・事務所内の温度適正管理の徹底 × ・今冬も気温が低下していたため、暖房時間が長かった。 服装などで調整を行う 

ガソリン使用量の削減 ・車両の点検整備 

・エコドライブの実施継続 

・燃費管理の徹底継続 

・タイヤの空気圧チェック 

 

〇 

・車両の適正な空気圧のﾁｪｯｸやｴｺﾄ゙ ﾗｲﾌの実施により 

ｶ゙ ｿﾘﾝ使用量の削減に努めた結果何目標内の数値となった ・ｅスタート 

・加速・減速の少ない運転 

・不要な荷物を降ろす 

都市ガス使用量の削減 ・設定温度調整 ３８℃に設定   〇 ・例年、大幅な増減はない。  

事業系一般廃棄物量の削減 ・再資源化の徹底 

・コピー用紙の裏紙使用 × 
・年末に不要書類の廃棄をしたため増加した。 

・社内でペーパーレスを推進している。 
・紙資源の利用を極力控える 

・張り紙をするなどして、

分別を徹底する・ペーパ 

ーレス化に取組む 

建設リサイクル率向上 

（産業廃棄物の削減） 

・社員教育の実施・継続 

・工事内容によってﾘｻｲｸﾙ率が変動するので数

値を把握するよう努める。 

・分別 

○ 
・ﾏﾆﾌｪｽﾄ管理とﾘｻｲｸﾙに取り組みが出来た 

・工事種別により廃棄物産出が変動するので注意する 

・解体共の廃棄物価格を把握した。 

・目標が達成できたので2024 年度目標値を63％に設定した。 
・各自が環境負荷削減等の意識を持ち各現場毎に努力が表れた 

 

・電子マニフェストで一括

管理できた。 

上水の使用量の削減 ・節水コマの設置完了 

・毎月の使用量の確認 

○ ・節水に努める効果が数値に表れた 
継続 

G 購入に積極的に努める ・購入をチェックする ○ ・グリーン製品の積極的購入 継続 

４スター材使用の向上 ・シックハウス対策：全面４スター化に努め

る 

・施工計画時に確認をする 

○ 
・計画前のチェックと施工後の伝票等で確認ができた 

継続 

適正な施工計画を作成 ・工事日数の短縮化 
〇 

・工期短縮の合理化を常に意識を持ち各現場毎に取り組んだ結果が 
良かった。 

引き続き天候を考慮した工 
程を組む 

その他地域・社会貢献等 ・環境活動を通じて地域との交流を図る清掃

活動事業への参加 

○ ・コロナの影響は多少あったが活動はできた。 
継続 
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１０. 次年度の取組み内容 
 

環境経営目標 取り組み内容 

電気使用量の削減 ２０２３年度は達成できなかった。電気量が増加したので、以下に

取り組む。 

作業の効率化に取組み作業時間を見直す。

休憩時間など不要照明消灯。 

エアコンの適正温度の徹底。 

灯油使用量の削減 前年より大幅に増加した。引き続き以下の取り組みを徹底する。 

事務所内の温度適正管理。

服装などの調整。 

目標が達成できなかった為、２０２４年度１４９L ２０２５年度 

１４９L を引き続き目標値に設定した。 

ガソリン使用量の削減 ２０２３年度目標値を達成できたため、以下の取り組みを継続する。

低燃費車へ順次移行。 

車両の点検。 

空気圧チェック。 

ガソリン使用量と走行距離管理表の継続 

２０２４年度５５２５L ２０２５年度５４６０L を引き続き目標値

に設定した。 

都市ガス使用量の削減 今年度より追記項目とし、２０２４・２０２５年度中長期目標を３０ 

㎥とした。 

次年度より環境目標管理表にも反映させていく。 

 

 

７ 
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事業系一般廃棄物の削減 

２０２３年度目標値を達成できなかった。不要書類の廃棄をしたこと

が挙げられる。 

引き続き以下の取組みを継続する。再資源化の徹底。 

紙資源の利用を極力控える。張り紙をするなどして分別の徹底。 ２

０２４年度０.２０４ｔ 引き続き２０２５年度０.２０４ｔを引き

続き目標値に設定した。 

建設リサイクル向上 

（産業廃棄物の削減） 

２０２３年度目標値を達成した。電子マニフェストを導入しており、

最終処分までの一括管理ができる。 

また、引き続き変動に注視しながら価格の把握をする。

リサイクル向上に向け社員教育の実施を継続。 

４スター材使用の向上 ２０２３年度目標値を達成できているため、引き続き以下に取組む。 

計画前のチェックと施工後の伝票で確認。 

上水使用量の削減 ２０２３年度目標値を達成したため、引き続き以下に取組む。 

毎月の使用料の確認。 節水に努める。 

G 購入に積極的に努める ２０２３度目標値を達成したため、引き続き以下に取組む。

グリーン購入品目の把握。 

グリーン製品の積極的な購入に努める。 

適正な施工計画を作成 ２０２３年度は目標値が達成できたため、引き続き以下の取組み

とする。可能な限り天候を考慮した工程を組む。各業者との綿密

な連携に取り組み工事日数の短縮化。   

２０２４年度９８％ ２０２５年度９８％を目標値に設定し

た。 

地域社会貢献等への参加 積極的に活動をした。 
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１１．環境関連法規等の遵守状況の確認 

 

及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

遵守状況の確認並びに最新版であることの確認日 

確認者  八代 環 

２０２４年 ６月３０日 

※ 環境関連法規等の評価結果及び違反、訴訟等の有無については、下表を用いて自己チェックした結果、違反

はありませんでした。また、関係当局からの違反の指摘及び訴訟と外部からの苦情は過去５年間ありません

でした。 

環境関連法規等一覧（遵守状況は自己チェック） 
 

法規制等の名称 該当する要求事項 関連条項 該当する設備項目の要件 

 

 

 

 

 

 

廃棄物処理法 

（産業廃棄物） 

１．一般廃棄物収集運搬

業者の許可証確認 第７条 
 

一般廃棄物（紙、木くず、生ゴミ等） 

２．産業廃棄物収集処理

業者との契約、許可証写

しの保管 

法第１２条５項

及び法第１４条

第１２項、令第 

６条の２号、規

則第８条の４の 
３ 

 

産業廃棄物（金属類、廃プラ類、木製

パレット類） 

３．マニュフェスト交付 法第１２条の３

第１～７項、規

則第８条の２ 
８、２９、３０ 

Ａ票、Ｂ２、Ｄ、Ｅ票は５年間保管 

Ｄ票は９０日          

Ｅ票は１８０日以内回収、産業廃棄物 
管理表交付等状況報告 

４．適正な保管 法第１２条第２

項、規則第８条 

建設現場での保管場所の掲示

飛散、悪臭防止 

 

 

廃棄物処理法 

（特別管理産業廃棄

物） 

１．飛散防止 法第１２条の２

第２項、規則第 

８条の１３ 

 

廃石綿 

２．許可を受けた者へ

の委託 

法第１２条の２

第５項又は法第 

１４条の４第１ 

２項 

 

特管産廃運搬・処分 

建設リサイクル法 解体工事等必要な報告 第１８条 報告の有無 

 

騒音規制法 

特定建設作業を伴う

建設工事 

 

第１４条 

 

市町村長への提出 

 

毒物及び劇物

取締法 

 

適正な保管 

 

第１１条 

第１６条２項 

・毒劇物の保管庫への保管 

・飛散・漏れ・流失・盗難・紛失した

場合の提出 

 

相模原市火災

予防条例 

 

危険物の取扱と保管 

 

第３１条 

危険物貯蔵にあたり貯蔵取扱い箇所に

おいて管理･清掃･火気をみだりに使用

せず、容器に収納して貯蔵する 
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相模原市廃棄物の減量化・

資源化及び適正処理等の推

進に関する条例 

１．事業系廃棄物の

減量化・資源化 

 

 

第６,９,１０条 

 

 

廃棄物の減量・再利用による資源化 

相模原市廃棄物の減量化・

資源化及び適正処理等の推

進に関する条例 

２．保管場所の設置 
第１３条 

廃棄物の保管場所の設置 

３．自己処理の基準 
第２５条 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律の基準に従う。 

４．実地確認 
第２９条 

産業廃棄物処理業者への委託内容の実地確認を行

う。 

省エネ法 
エネルギーの使用の

合理化 
第１７条 

２０の２ 
特定建築物の新築・増築・改築 

フロン排出抑制法 

1. エアコンフィルター

清掃 

２．簡易点検 

第１６条 事務所用エアコン 
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１２.代表者による全体評価と見直しの結果・指示 

 

 

【１】 

①未達成の項目を見ると、「灯油使用量の削減」については、今年度も目標値を達成できなかった。 ２

０２４年度は温度調整や使用時間などを意識し削減に取り組むように指示した。目標値は引き続き

２０２４年度１４９L とした。 

②「事業系一般廃棄物の削減」項目では目標値を達成できなかった。一般廃棄物（紙類）が増加し

ていた。紙の出力を最小限にし、データーで管理するように努めるように指示した。 

③「電気使用量の削減」については、今年度は目標値を達成できなかった。エアコン使用が大きな 

要因ではあるが、使用時間の見直しをするよう指示をした。 

【２】 

達成項目では①「ガソリン使用量の削減」についてはガソリン使用量管理表で管理意識を高めてい

る結果達成できた。 

②「地域社会貢献等の参加の実施」では未だコロナの影響がありながらも活動ができた。③建設リ

サイクル向上では 85パーセントと大幅に目標値を達成できた。当社の電子マニフェスト導入に伴い

協力会社共に、電子化を実現し最終処分までを一括管理できる事は大きな取り組みであった。 

④「上水の使用量削減」は全員が節水の意識に取り組むことにより削減に繋げることが出来た。 

 

ＥＡ２１活動に取組をはじめてから、１２年が経過した結果、成果が数字であらわれるような体

制を構築できたことは、評価できる。引き続き未達成の項目も数値化することで今後の課題が明確

に判断でき、改善点を把握できるので、引き続き継続して取組んでいきたい。 

 

令和６年６月３０日 

代表取締役 中原 貴志 


